
 

 

小林 りん 

インターナショナルスクール・オブ・アジア軽井沢 (ISAK) 
設立準備財団 代表理事 

「これから世界の中心となっていくアジアにおいて、より良い社会を創るために変革を起

こせるようなリーダーを育てる学校を作りたい。」 

資金も、スタッフもゼロの状態で決意を固め、ユニセフ職員として駐在していたフィリピン

から帰国して５年。世界中を旅してトップクラスの教員陣をヘッドハントし、２千人に上る

方々に支援を呼びかけ約８億円の寄付を集めた小林りんの夢は、いつしか何百人もの

夢となりました。そして、いよいよ 2013 年秋、その夢は長野県軽井沢で実現します。 

インターナショナルスクール・オブ・アジア軽井沢（略称：ISAK/アイザック）は、アジア

太平洋地域を中心に世界中から、様々な国籍、文化、社会的・経済的バックグラウンドを

持つ高校生を受け入れ、国際バカロレアを軸とした教育プログラムのなかで、「多様性

への寛容力」、「問題”設定”能力」、「リスクを取る力」を養う全寮制国際高校。（文

科省認可） 

間もなく二児の母となる小林りんは、大きなお腹を抱えて子育てに追われながらも、「教

育を通じて世界を変える」という強い信念のもと、多くの人を巻き込んで奔走を続けてい

ます。実は、このパワーの源泉となっているのは、高校時代とユニセフ職員時代に遡る

二つの大きな原体験なのです。（次ページへ） 

混沌とした時代に変革を起こす 

チェンジメーカーを育てたい 

〜日本初の全寮制国際高校を来年秋に開校〜 
1974 年、東京都出身。一児の母。

（今年 12 月に第二子出産予定） 

進学校だった高校を中退し、カナダ

の全寮制インターナショナルスクー

ルに単身留学。’98 年に東京大学経

済学部を卒業後、外資系投資銀行を

経て、’03 年政府系援助機関に転

職。’05 年スタンフォード大学院で教

育政策学修士号を取得。’06 年ユニ

セフ職員としてマニラ事務所に赴任。 

’08 年に帰国、翌年より現職。 

 

賞歴 

・日経ビジネス「次代を創る 100 人」

に選ばれる (2012.10) 

・日本政策投資銀行主催「女性新ビ

ジネスプランコンペティション」にて日

経特別賞受賞 (2012. 6) 

・世界経済フォーラムより「2012 年度

ヤング・グローバル・リーダーズ」に

選出される (2012.3)  

・アエラ「日本を立て直す 100 人」に

選ばれる (2012.1) 

 

Profile 
 

日経ビジネスオンライン主催 
CHANGEMAKERS OF THE YEAR  

2013 年度受賞 

2013 年 9 月 29 日（日）  

ISAK 代表 小林りんが登壇しました 



  

今秋公募開始の ISAK 
資料請求はすでに 2000 件超 

Episode 1 

友達を通じて目の当たりにした 

世界の圧倒的な教育格差 

日本の名門高校を中退し、小林が留学先に選んだのは、世界 90 カ国以上から奨学

生が集まる、カナダの全寮制インターナショナルスクール。そこで仲良くなったメキシコ

人の友人を通じて、「学校に通い、教育を受けること」が当たり前ではないこと、教育

機会の不平等が、貧困などの社会の悪循環を加速させることを、肌身で感じる。将来

は、世界の教育格差をなくすことに貢献したいと考えるように。 

Episode 2 

貧困層教育だけでは変わらない 

リーダー育成の必要性への気づき 

ユニセフ職員として赴任したフィリピンで、ストリートチルドレンの非公式教育プログラ

ムを担当。年間何万人もの子ども達の識字率を向上させているにも関わらず、貧困

自体がなくならない現実を目の当たりにし、国の社会システムそのものを変えられる

ような次世代のリーダー育成が求められていることを痛感。 

お問い合わせ 

小林りんが理想とする教育の形を「見える化」すべく、2011 年から毎年開催してきた

10 日間のサマースクールは、今夏は世界 35 カ国から 400 件近い応募があり、そ

の中から選ばれた参加者 95 名のうち 80%が、「本校への入学を希望する」*と答え

ました。また、日本の既存校の教育関係者 30 名を集めたディスカッション中心の勉

強会を開催するなど、日本の教育全体のグローバル化に貢献することも使命の一

つとなっています。（*サマースクール終了後のアンケート結果より） 

ISAK への入学に関心を持つ保護者からの資料請求は 2000 件を超えており、来年

の開校に向けて、小林の挑戦はますます加速しています。 

 インターナショナルスクール・オブ・アジア軽井沢 (ISAK) 

 学校概要 

 開校予定  2014 年 8 月 

 所在地   長野県軽井沢町 

 対象     高校 1-3 年の男女（初年度募集人数は約 50 名） 

 奨学金    全体の５割程度に全額または部分奨学金を給付予定 

 指導言語  英語（日本語や日本文化に関する教育も重視） 

 卒業資格  文科省認可（国際バカロレアディプロマを導入予定） 

 学費     授業料 250 万円＋寮費 100 万円 

 

公益財団法人 

インターナショナルスクール・オブ・アジア軽井沢

設立準備財団 

 

 

港区南麻布 4-12-25 南麻布セントレ 2 階 

Tel. 03-6450-4284 

Website. www.isak.jp/jp 

Email. info@isak.jp 

Facebook Page. www.facebook.ISAK.jp 

Lin’s twitter. @linkobayashi 


